
学校番号 １０６ 

令和５年度 武道科 

 

教科 体育 科目 武道論 単位数 １単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

武道の特性を理解し、現代の社会に活かす考え方を身につけよう。 

３年間の総まとめとして、より深く武道に興味を持ち、自分で調べ、発表する力を身につけよう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

３年間の総まとめとして、自分でテーマを設定し論文を作成する。また、ICT機器を活用し、論文

についてプレゼンテーションを行う力を身につける。 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本の伝統文化を尊

重し、主体的、合理的、

計画的に「武道論」の

学習に取り組もうと

する。 

生涯を通して武道の

振興発展に寄与する

ことを目指して、「武

道論」の課題に応じた

学習の取り組み方、健

やかな心身の高め方

を工夫している。 

 「武道論」に関して、

武道の専門的な実践

に関する具体的な事

項及び武道の振興発

展に寄与するための

理論について理解し

ている。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

受講態度の観察 

ノート 

 受講態度の観察 

ノート 

武道論の考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

猫
の
妙
術 

物語を学習する中で、武道の

技能的特性、武道の目的、人

間形成の道について学習す

る。 

 〇   a: 猫の妙術を読み、武道との

関わり方に関して、自身の意見

を持ち、授業に積極的に取り組

んでいる。 

b: 「猫の妙術」を理解し、自

分たちの専攻種目と絡め、これ

からの課題や問題点について、

説明することができる。 

d: 「猫の妙術」について、正

しく理解している。 

 

２
学
期
・３
学
期 

選
択
す
る
武
道
に
つ
い
て
の
課
題
研
究 

 

 

選択する武道の課題研究  

・データ収集・分析  

・課題論文作成  

・課題発表  

 〇   a:選択する武道の課題ついて、

意見交換や自身の考えを発表

するなどの活動を通して、学習

に自主的に取り組もうとして

いる。  

 

b:選択する武道の課題ついて、

必要な情報を比較したり分析

したりしてまとめた考えを説

明できる。 

 

d:選択する武道の課題ついて、

言ったり書き出したりしてい

る。 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度      b:思考・判断 

c:運動の技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


